


 

 

学びに「わざ」あり 
−⾔葉のはたらきを通してみる感覚の共有− 
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「わざ」の学びは⾔葉で共有できるか 
 私たちは、ふだんの⽣活の多くの場⾯で⾔葉を使ってコミュニケーシ
ョンをはかっています。その時の⾔葉は、何か物事を説明しようとする場
合もあれば、微妙なニュアンスや「こつ」を共有しようとするような場合
もあります。スポーツや芸術の活動では、とりわけ後者のような⾔葉のは
たらきが重要な意味をもちます。⼀⼈ひとり実際に感じ取っている感覚
と、⾔葉という共通の道具との関係はいったいどのようになっているで
しょうか。 
 この研究では、「わざ」の学びの場で発せられる⾔葉のはたらきに注⽬
して、他者と感覚を共有していくことの可能性について考えました。なぜ
こんなことを考えようとしたかというと、２つ理由があります。１つは、
私の関わっている書道という領域では、これまで実際に「書く」という経
験を通して学ぶことが主になってきたこと、もう１つは、学校教育全体の
⽬標として「⾔語活動の充実」が掲げられるようになってきたことです。
歌を歌ったり、踊ったり、絵を描いたり、書を書いたり、そうした活動を
⾼めていくときに、「本当に⼤事なことは⾔葉で伝えられるのか」という
疑問が湧いてきます。しかし⼀⽅で、⾝振り⼿振りだけで⾔葉を介さず⼤
事なことが伝えられるのかといえば、それも極端な話でしょう。 

そこで、そもそも⾔葉はどのようなとき、どのようなはたらきをしてい
るのか、私たちが体験して感じ取ったことはどのように伝え合うことが



できるのか、ということを実際の書の学びの場⾯に即して考えてみよう
と取り組みました。 

 
「わざ⾔語」という概念  
このようなテーマを考えていくにあたって、次に挙げる著書がその指

針を⽰してくれています。『わざ⾔語−感覚の共有を通しての「学び」へ』
において⽰されているテーマは、芸術教育にとって重要です。「わざ⾔語」
は、「科学⾔語のようにある事柄を正確に記述、説明することを⽬的とす
るのではなく、相⼿に関連ある感覚や⾏動を⽣じさせたり、現に⾏われて
いる活動の改善を促したりするときに⽤いられる⾔語」 1⁾だと述べられ
ています。たとえば、⺠族芸能を伝承していく場⾯で、扇を差し出す動作
を捉えた指導者の表現―「天から舞い降りてくる雪を受けるように」とい
うような⾔葉が例にあがります。今⽇の教育では、このような感覚的ある
いは⽐喩をともなった表現よりも「腕と肘関節を連動させて柔らかく」な
どと説明する⽅が客観的な表現で理解しやすい指導と⾔えるかもしれま
せん。しかし、先の⾔葉で伝えることができる内容と同じにはならないで
しょう。説明的な⾔葉では伝わらないものの中に、伝承されるべき核⼼の
ある場合があります。こうしたことが「わざ⾔語」のテーマとなります。 

 
推論することと「わざ」世界の全体 
学ぶ⼈は「わざ⾔語」に触れることで、指導者の⾝体感覚を感じ取るた

めにはどのように⾝体を動かせば良いか、どのような間合い・⼒加減が必
要か、などを推しはかろうとします。⽣⽥⽒が留意するのは、「この推論
活動は、単に細分化された⼿続き的な動作を⾝につけるためだけになさ
れるのではなく、むしろその細々とした動作が、⾃⾝が⾝を置く『わざ』
世界全体においてどのような意味を持つのかという、『わざ』世界の全体
的な意味連関の認識に学習者を導いていく」2⁾ことです。皆さんが何かを
⼀⽣懸命に練習しているとき、何度やってもうまくいかない、だんだん慣
れてくることはあっても今ひとつ納得がいかない、という場⾯があるで
しょう。そんなあるとき、「あれっ？これか！？」と何か急に開けたよう



に感じ取れる瞬間を経験されたことはありませんか。これは細部が全体
に通じた瞬間の体験だといえます。そういう体験を経た後は、それまで疑
問に感じていたことが⼀気に解決したり、しっくりこなかった感覚がつ
ながってきたりすることがあります。 

この先⾏研究で扱われる「わざ⾔語」は、歌舞伎や和太⿎といった伝統
芸能、陸上やスケートなどのスポーツ、看護という３領域にわたっていま
す。それらが有効になる局⾯は、「役になりきる」ことに向かうとき、動
作を習得する過程におけるコツ、わざが熟達してきた後に現れるフロー
体験など多様です。「わざ⾔語」には、領域や局⾯に特有の⾔葉だけでは
なく、暗黙の了解で知り得ていること、⾝振り⼿振りや呼吸の間合いなど
⾔語を⽤いないメッセージ（⾮⾔語的な⾔語）、なども含まれます。ただ
し、これらは、発話される状況や経緯を離れて考えていくことはできない
点が重要です。いつでもどこでも誰にでも効く薬ではないわけです。考え
る必要があることは、「わざ⾔語」と「学び」の関係性ということになり
ます。 

 
表現のなかにとけこむ「わざ」 
芸術教科を担当する指導者は、誰しも⾃⾝が⾝につけた「わざ」と、わ

ざや表現についての⾒⽅や考え⽅をもっています。学校教育では指導者
がそのことを⾃覚し、これから学ぼうとする⼈の⽅向性を規制してしま
わないようにしなければなりません。学ぶ側の主体性と多様性を確保す
るためには、指導においてどのようなことが課題となるでしょうか。  
先⾏研究による「わざ⾔語」の検証は、指導者：学習者 ＝１：１ある

いはこれを基本形としています。これを学校の芸術教科で実践しようと
すると、学習者の⼈数や授業形態についての検討が必要になってきます。
「わざ⾔語」は説明⾔語のように⼀⻫指導による効果を発揮しないこと
や、学ぶ側の状況や段階を離れては成⽴しないことのハードルをどのよ
うに超えていくか、これらは実践するときの具体的な課題になってきま
す。 

わざにかかわる学びは、クラス全員に説明できただけで完了せず、「わ



たしの⾝につける」ということがクラス⼀⼈ひとりに起こっているかが
ポイントです。学びの初期段階にある学習者よりも、すでに⼀定程度「わ
ざ」や⼿法を⾝に着けている学習者の⽅が、かえって難しくなります。た
とえば、野球やランニングでフォームを改変したり、楽器の弾き⽅をかえ
たり、書の⽤筆をかえたりするような場合を思い浮かべてみてください。
「⾝についている」状態というのは、初めはぎこちないやり⽅であったか
もしれませんが、何度も繰り返し意識して練習するうちに次第に意識し
なくても「そうなる」状態を指します。わざが⾝につくということは、⾃
分の⾝体の⼀部のようになるということです。ですから、別のわざや⽅法
を再び⾝につけるためには、⾃分の⾝体をリセットし、新しいやり⽅で意
識的に取り組む必要がでてきます。その過程では、意識して別のやり⽅を
試みているけれども「つい、元のようになってしまう」という状態が繰り
返しおとずれるのです。経験がある⼈は、その感覚がよくわかるのではな
いでしょうか。 

 
指導者の意識とそれを取り巻く学びの環境  
こうした困難に⾃ら向かうことができるのは、信頼できる指導者のも

と、⾃⾝をふりかえりながら、向かおうとする⽬標がしっかり設定できる
ときです。わざを⾝につけるということは、わざに対する⾒⽅や考え⽅、
それが作品づくりである場合には、表現はどうあるべきかという姿勢に
関わってきます。指導者が気を配るべきことは、⾃⾝の⾝についたわざに
よって、多数の学習者の「わざの学び」を、無意識のうちに規制してしま
わないようにすることです。指導者は頭では「⽣徒⼀⼈ひとりの表現を⼤
切に」と考え願ってはいても、「⾝についた」わざや表現というものは、
先に⾒たように、⾃⾝で意識的に把握することが難しい性質をもってい
ます。そのため、実際の指導の場⾯では知らず知らずのうちに、わざだけ
ではなく学びのあり⽅も含めて⽅向づけてしまうことがあるわけです。 

このように述べると、指導者だけが負っている課題や責任という印象
を免れませんが、そうではないと私は考えます。このような実践課題に取
り組むことが難しい原因のおおもとをたどると、これまで学校教育が⽬



標にしてきた「知」のありかたと連動していることに⾏き当たります。現
在指導する⽴場にある⼈が、かつて学校で学んでいた頃から、すでに問題
の根は張られていたということです。 
 学校教育の現場にある課題と重ねてみましょう。学校では⽇夜、how to 
doではかることができる様々な課題が出され、皆さんはそれらを「適切
に」こなすことを⾝につけ、次の課題へと向かうように習慣づけられてき
たのではありませんか？  ⼩学校から⾼校の現在にいたるまで、各教科
でそのつど課題が出され、到達度合いをはかるテストがあり、また次の課
題をこなしていく。いったい学びは何のためにあるでしょうか。「⾯⽩い」
「学びたい」という⾃らの内からの声が聞こえるでしょうか、それとも試
験で良い点数を取るため、⼤学受験に備えるため、でしょうか。 

そうした技術や知識の集積を「知」とみなす傾向は、芸術教育の指導者
養成においても例外ではありません。これまでの学校教育が課題の連鎖
を⽣み出して、⼿際良く効率的に多数派の「正解」へと⾄る⼈たちを育成
する⽅向へ向かってきたのではないでしょうか。芸術にかかわる教育は
はたしてそのようなものでしょうか、改めて問い直してみる必要があり
ます。 
 

「共感覚⽐喩」を⽤いた⾔語表現  
 芸術教育は、⼀⼈ひとりが異なる思いや感性を⽣かして、それぞれの⾒
⽅や考えを育みながら、豊かに⽣きていくことを⽬指しています。⽣活す
る環境が異なり、ふれてきた⽂化も異なることを前提にするなら、私たち
は⾃分以外の⼈たちと何故、どのように感覚を共有しあうことができる
のかを考えてみる必要があるでしょう3⁾。 

こうした問いに関係して、次に、「共感覚⽐喩」という⾔葉のはたらき
に着⽬してみます。「共感覚⽐喩」とは、「⽢い線」「柔らかい声」という
ような表現のことを指します。「⽢い」というのは⾆で感じ取る感覚（味
覚）ですが、「線」というのは⽬で⾒て捉える（視覚）ものです。「柔らか
い」というのは⼿や肌で触って感じ取る感覚（触覚）ですが、「声」は⽿
に届けられるもの（聴覚）です。ここに挙げた例は私たちの⽣活によく登



場してきますから、意識しなければこれらの表現に何の抵抗も⽣じませ
ん。ですが、よく考えてみると、⾷べてみたこともない「線」を「⽢い」
と⾔い、触ったことのない「声」を「柔らかい」と表現することができる
のは何故でしょうか。さらに⾃分以外の⼈ともそうした感覚を共有して
いるといえるのは何故でしょうか。「共感覚⽐喩」に関する研究は、この
ような問題意識から、異なる感覚器官で知覚される現象が、他の感覚に転
⽤されて⽤いられる語について⾏われています。武藤彩加は共感覚⽐喩
のメカニズムを分析し、感覚間の意味の転⽤、つまり共感覚⽐喩の理解を
⽀えるものは何かについて考察しています 4⁾。⽇本語における⽐喩表現
を中⼼に検討しながらも、異なる⾔語における語⽤にも対象を広げ、⾝体
性に由来する制約（⽣得性）と環境からの影響（経験性）が⾔葉の意味に
どう関わるのかを考えていこうとしています。 
 私たちは「⽢い線」という表現を通して、具体的にどのような線かをイ
メージすることができます 5⁾。「わざ」を感性で捉えるとき、このような
共感覚⽐喩に出合う場⾯は多くあります。この共感覚表現が「わざ」のあ
り⽅にどのように関係してくるかを研究することは今後の課題となりま
すが、現時点では、⾃他の感覚を伝えあい「学び」を媒介する⾔語のあり
⽅として注⽬しています。 

こうした研究が進むと、外国で⽣活してきた⼈たちが⽇本の⽂化をど
のように受け⽌めるのか、そのとき⾔葉はどのようにはたらくのか、指導
者は何に⽬を向けていく必要があるか、などを準備したり考えたりする
ことができるようになります。また、学校教育では、常に⾔葉とともにあ
る国語、歴史や地理にかかわる社会、感性をはぐくむ芸術教科、⾝体の活
動をささえる保健体育など、教科間で連携することによって共通する課
題に取り組むことができるようになります。 

 
OECD教育研究⾰新センタ―のプロジェクトにみる「学びの技」6⁾観  
⽇本を含むOECD加盟国は、地球規模の知識基盤型経済において求めら

れるスキルを重視しています。このいわゆる「21世紀型スキル」は、経
済・社会における⾰新に⼒を与えるようなスキルのことで、創造⼒、想像



⼒、コミュニケーション⼒、チームワーク⼒等が挙げられます。こうした
⽅向性に対し、芸術教育は⼤きな可能性をもっています。当センターによ
る研究では、芸術教育のインパクトに関する様々な報告を整理して今後
のメタ分析のための基礎が⽰されています。なかでも留意しておきたい
のは次の点です。 

芸術教育の可能性は、芸術の学習が他の分野の課題解決に有益になる
という理由や、役⽴つためのスキルを提供できるという理由によるので
はありません。「学びの技」の成⻑という観点にたって、「芸術教育の第⼀
の意義は、芸術に内在する価値とそれに関連するスキル、それらが育む⽇
常的に芸術を楽しむ精神であるべきである。（中略）芸術は教育を受ける
権利を考える上で重要である。芸術には正しい答え、間違った答えという
ものがなく、探求したり試したりする⾃由を与えるからである」7⁾と述べ
られています。 

 
学びに「わざ」あり  
以上のような観点から芸術における「わざ」とそれにかかわる「⾔語」

を⾒通すと、⽇本の教育政策の柱となっている「⾔語教育の充実」という
⽬標について、複数の尺度を⽤意していく必要性があると⾔えます。多様
性を理解することや他者と共⽣していくことには⾔語が重要な役割をは
たしますが、それは記述や説明のための運⽤能⼒を⾼めることとイコー
ルではありません。芸術教育が⾔語を運⽤するための⼿段とならないた
めに、説明したり記述したりするはたらきとは異なる⾔語の姿、⾔語によ
らないものが発するメッセージ性などをも併せて⾒ていくことが必要に
なります。 

私たちが踊ったり、歌ったり、描いたり、書いたり、するときには、⾝
体を使います。⾝体活動を通じた「学び」は常に更新されていくものです
から、そうした活動ではプロセス⾃体が価値をもっています。そう考える
と、芸術教育には、わざを学ぶことだけでなく、学びのわざが⼤切である
ことが浮かび上がってきます。  
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【研究テーマ】 
「書くこと」にはたらく感性について。時代や環境によって美しさや良さの規範は変
わります。何をどのように学んだかによって書く内容や関⼼の寄せ⽅も変わります。
「語ること」や「描くこと」との関係も深いです。近年は、学校教育の課題と連動さ
せて、芸術と学びの関係について研究しています。 
 
【好きな⽂筆家】 
松本清張…特にノンフィクション『⽇本の⿊い霧』をはじめ、1960年代の作品。丸⾕
才⼀…特に『笹まくら』をはじめ、歴史的仮名遣いで書かれた時期の作品。両者とも
⼩説、ノンフィクション、評論、随筆など⽂体の味わいも深く、つい読みふけってし
まいます。映画化された作品は、原作と両⽅を楽しみます。 
 
【今の研究につながったきっかけ】 
⾼校時代までは、芸術の「正解」は⼀つ（たぶんそれは教科書に載っているもの）だ
と思っていました。⼤学に⼊って実作するうち迷いや悩みは深まり、美や芸術につい
ての考えを学びたいと思うようになりました。 
 
【趣       味】 
バイクツーリング。⾃⾝でデザイン（書作を含む）した鉄⾺とともに、近くの野⼭か
ら遠⽅の海岸まで、休⽇があればあちらこちら出かけます。空気や⾵が新しく感じら
れ、空や草⽊が⽣きているように⾒えます。そうした感覚で⽇常にふれると、また新
しい⽇常に出会えます。 
 
 
 

撮影：清宮淳⼀ 
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学びに「わざ」あり 
−⾔葉のはたらきを通してみる感覚の共有− 




